
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 79 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

根

岸

恒

次

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

幸福を、平和を、豊かな心を、カンボジアの友と分かち合おう

　
３
月
20
日
〜
４
月
16
日
、カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

し
ま
し
た
。昨
年
も
こ
の
時
期
に
訪
問
し
た
の
で

す
が
、と
て
も
暑
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

２
年
連
続
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
最
も
暑
い
こ
の
時

期
に
訪
問
し
ま
し
た
が
、昨
年
を
上
回
る
暑
さ
に

閉
口
し
ま
し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
人
も
年
々
暑
く

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。地
球
温
暖
化

は
世
界
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
。70
代
も
後

半
に
な
る
と
、猛
暑
は
体
に
堪
え
ま
す
ね
。約
一
か

月
間
、日
中
40
度
の
国
で
暮
ら
す
の
は
大
変
で

す
。健
康
の
た
め
に
も
来
年
か
ら
は
、比
較
的
涼

し
い
11
月
〜
２
月
の
訪
問
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
今
旅
も
、会
員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を

持
ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。里

子
訪
問
、学
校
訪
問
、各
贈
呈
式
へ
の
参
加
な
ど
、

と
て
も
有
意
義
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。初
め

て
訪
問
さ
れ
た
方
、久
し
ぶ
り
の
方
な
ど
、生
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
体
験
さ
れ
有
意
義
だ
っ
た
に
相
違

あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　

　
円
安
や
物
価
高
騰
、直
行
便
運
休
な
ど
悪
条

件
ば
か
り
で
す
が
、そ
れ
で
も
来
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
は
唯
々
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

　
私
が
初
め
て
訪
れ
た
30
年
前
と
比
較
す
れ
ば
、

格
段
の
差
で
生
活
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
す
が
、そ
れ
で
も
地
方
に
行
け
ば
行
く

ほ
ど
貧
し
い
村
が
現
存
し
て
い
て
、都
市
と
地
方

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。ま
だ
ま
だ
引
退
で
き
ま
せ
ん
ね
。

　
帰
国
後
、定
期
総
会
や「
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」へ
の
参
加
と
、重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
で
し
た
が
、残
る
は
事
務
局
の
移
転
で

す
。

　
こ
の
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

埼
玉
県
深
谷
市
に
事
務
局
が
移
転
さ
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、本
会
創
設
後
ず
っ
と
お
世
話

に
な
っ
た
練
馬
区
を
去
る
の
は
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。　

　
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
気
も
す
る

25
年
間
、新
天
新
地
で
も
心
機
一
転
し
て
頑
張
り

ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　「世界の恵まれない地域に

小学校を作る会」（新潟市秋

葉区・石川幸夫代表）及

び「日本ライオンズクラブ」

の資金協力で、カンボジアの

シェムリアップ州に建設中

だった小学校校舎（ルセイス

ロック小学校・生徒数＝70

人）がこのほど完成、３月24

日に贈呈式を行なった。

　贈呈式には日本から「世界の恵まれない地域に

小学校を作る会」の石川幸夫代表以下８名が出

席、本会から根岸理事長以下４名が出席した。地

元からはピセット郡長を始め多くの教育関係者、

村人、生徒らが出席した。

　贈呈式の冒頭に、地元の子どもたちによるカン

ボジア古典舞踊が披露され花を添えた。お返しに

と、新潟から参加した若いメンバーがマジック

ショーや歌と踊りのパフォーマンスを披露してく

れた。

　校舎はレンガブロック作りの平屋建て２教室。

木造作りの老朽化した校舎に代わり、快適な新校

舎で学べる生徒たちは喜びひとしおだった。

　併せて、小杉啓子様（神奈川県在住の協力者）

が寄贈した井戸、及び「札幌手稲高等学校家庭ク

ラブ」の皆さんが寄贈したトイレ棟の贈呈式も

行った。

　その日の夜、同団体と本会のメンバー（12名）

がシェムリアップ市内のレストランで、カンボジ

ア古典舞踊を観ながら懇親のひとときを持った。

　

　５月３日～４日、東京都内の「代々木公園イベント広場」で開催された「カンボジア

フェスティバル2024」に今年も参加した。コロナ禍で３年間中止だったが、昨年復活し

た。

　幸い両日とも好天に恵まれ、多くの来場者で

にぎわった。

　本会のテント内に並べたスカーフやTシャツな

どのカンボジア製品を販売し、活動資金に充当

した。

　カンボジア製品の販売や広報活動で会員さん

が手伝ってくれ、激励のため多くの会員さんら

がテントを訪問してくれた。

　ステージではカンボジア古典舞踊「アプサ

ラ」などが披露され、カンボジア料理店は大行列ができるほど盛況だった。

　来年もこの時期に行われる予定、機会があれば一度足を運んでみませんか。

手伝ってくれた会員の皆さん(5月3日)

「カンボジアフェスティバル2024」に今年も参加

本部事務局 〒369-1246　埼玉県深谷市小前田1552-1
TEL  048-580-7048    FAX  048-580-7049
E-mail   info@aac21.net

シェムリアップ州に小学校の
　　　　　　　校舎完成贈呈式行われる
シェムリアップ州に小学校の
　　　　　　　校舎完成贈呈式行われる

新校舎の前で生徒たちと新校舎の前で生徒たちと

感
謝
状
を
受
け
取
る

石
川
代
表(

左)

ト
イ
レ
棟
の
前
で

子
ど
も
た
ち
と

き
れ
い
な
水
が
た
く
さ
ん

出
ま
し
た

　

25
年
間
暮
ら
し
た
練
馬
区
を
後
に
し
ま
す

　

25
年
間
暮
ら
し
た
練
馬
区
を
後
に
し
ま
す

事務局移転のお知らせ
　この度、根岸理事長が東京練馬区から自宅の埼玉県深谷市に転居しま
したので、これに合わせ本会事務局も同所に移転しました。近くにお越し
の際はお立ち寄りください。

【新住所】〒36 9 - 1 2 4 6　埼玉県深谷市小前田15 5 2 - 1
【T E L】0 4 8 - 5 8 0 - 7 0 4 8　　　【FA X】0 4 8 - 5 8 0 - 7 0 4 9
（旧住所＝東京都練馬区豊玉上2 - 2 5 - 7 - 2 0 3）

子どもたちの笑顔に勝るものはありません
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多
く
の
会
員
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
問
し
ま
し
た

　

根
岸
理
事
長
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
、
今
回
も
多
く
の

会
員
さ
ん
ら
が
来
訪
し
て
く
れ
た
。
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
目

的
を
持
ち
、
支
援
活
動
に
力
を
注
い
で
く
れ
た
。
感
謝
！

佐
々
木
英
介
さ
ん（
東
京
都
在
住
の
会
員
）

３
月
21
日
〜
４
月
６
日
、里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出

席
、リ
サ
ー
チ
活
動
。

宮
下
隆
さ
ん（
東
京
都
在
住
の
会
員
）

３
月
20
日
〜
27
日
、里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
。

五
井
瑞
枝
さ
ん（
神
奈
川
県
在
住
の
会
員
）

３
月
26
日
〜
４
月
６
日
、里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
。

島
田
知
美
さ
ん（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
会
員
）

４
月
２
日
〜
５
日
、里
子
訪
問
、贈
呈
式
出
席
。

園
田
美
代
子
さ
ん
・
森
尻
房
子
さ
ん（
群
馬
県
在
住
の
会
員
）

里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
。

佃
絹
代
さ
ん
と
そ
の
家
族（
４
人
・
福
井
県
在
住
の
会
員
）

里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
観
光
。

菊
池
和
雄
さ
ん
、雨
沢
久
男
さ
ん（
茨
城
県
在
住
の
会
員
）

里
子
訪
問
、学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
観
光
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
の
桜
井
さ
ん
、

鶴
見
さ
ん（
東
京
都
在
住
の
団
体
会
員
）

学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
、大
臣
表
敬
訪
問
。　

石
川
桂
さ
ん
と
そ
の
友
人（
４
人
・
愛
知
県
在
住
の
協
力
者
）

学
校
訪
問
、贈
呈
式
出
席
、大
臣
表
敬
訪
問
。

〇
　

〇
　

〇
　

〇
　

〇
　

〇
　

〇
　

〇〇⇨
里
子
訪
問
し
た

　

佐
々
木
さ
ん

⇨
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な

　

五
井
さ
ん

⇨
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

　

参
加
し
た
島
田
さ
ん(

右)

⇨
５
年
ぶ
り
に
訪
問
し
た

　

園
田
さ
ん(

右)

と

　

森
尻
さ
ん(

左)

⇨
福
井
県
か
ら
参
加
し
た

　

佃
さ
ん(

中
央)

4
つ
の
小
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た

村
人
と
懇
談
す
る
石
川
さ
ん

団
体
代
表
の
桜
井
さ
ん (

中
央)

回
転
遊
具
を
寄
贈
し
た
宮
下
さ
ん

⇨
２
週
間
滞
在
し
た

　

菊
地
さ
ん(

右)

と

　

雨
沢
さ
ん(

左)

「味の素グループ労働組合」 が４つの小学校に遊具寄贈
　本会とタイアップして、カンボジアの小学校に校舎や遊具を寄贈している「味の素
グループ労働組合」（本部＝東京都中央区京橋）、今年度はカンボジアの４つの小

学校に遊具を寄贈してくれた。
　３月22日と26日、根岸理事長始め数
名の会員さんが小学校を訪問し、遊具
の贈呈式を行った。遊具は、滑り台、ブ
ランコ、回転遊具の３種類。
　寄贈する小学校の選定にあたり幼稚
園併設を条件としているので、どの小
学校も幼稚園児の可愛い声が校庭に
響いていた。

12年前校舎を寄贈した小学校に遊具寄贈
　12年前に石川桂さん（愛知県在住の
協力者）が「トロパントム小学校」（コン
ポンチャム州・生徒数＝180人）に校舎
と図書館を寄贈したが、このほど同小
学校に石川さんが遊具を寄贈してくれ
た。
　４月９日、石川さんと友人ら４人が
同小学校を訪問、遊具の贈呈式を行っ
た。生徒には学用品セットを差し上げ、

地元住民には日本から持参した目薬などを差し上げて喜ばれた。

村の子どもたちにぬいぐるみと布製品を寄贈
　３月27日～４月３日の里子訪問に
根岸理事長ほか会員さん数名が同行
したおり、船便で現地に送った会員さ
んからのプレゼントを、村の子どもたち
に届けた。
　加藤知恵子さん（埼玉県在住の会
員）が送ってくれたぬいぐるみと、山本
信子さん（山口県在住の会員）が送って
くれた手作りの布製品など。子どもたち
は、思わぬプレゼントを喜んでいた。

匿名でカンボジアの小学校に児童図書寄贈
　根岸理事長の古い友人から、匿名で
カンボジアの小学校に児童図書を贈り
たいと依頼され、３月27日～４月３日
の里子訪問時、図書室のある４つの小
学校に児童図書を寄贈した。　　
　寄贈者の意向で政治色のある本を避
け、教育的要素の高いカンボジアの民
話などを中心に、各50冊ずつ寄贈した。
本を読む習慣が残るカンボジアの子ど
もたちにとり、最高の贈り物になった。

僻村の小学校に井戸を寄贈
　山内幸子さん（秋田県在住の会員）
が、カンボジアの僻村にある小学校に
井戸を寄贈してくれた。４月６日、根
岸理事長と現地スタッフが小学校を
訪問し、贈呈式を行った。
　井戸を贈呈したのは「チーウ小学
校」（クラチェ州・生徒数70人）、プノン
ペンから車で５時間もかかる僻村の
小学校。小さな木造校舎も老朽化して
いた。

「カンボジア教育支援西予」が２つの小学校に遊具寄贈
　広瀬稔さん（愛媛県西予市の会員）
が代表を務める「カンボジア教育支援
西予」が、カンボジアの２つの小学校
に遊具が寄贈してくれた。４月５日、根
岸理事長始め数名の会員さんが同行
し、贈呈式を行った。
　広瀬さんは、カンボジアの小学校に
井戸や遊具を贈るため、地元西予市で
金属類等を回収して資金を集めてい
る。こうした地味な活動が本会を支え
ている。感謝あるのみ。

「スピリチュアルコーディネーター協会」が遊具寄贈
　一般社団法人「スピリチュアルコー
ディネーター協会」（本部＝東京都港区
南青山・団体会員）がカンボジアの小学
校に遊具を寄贈してくれた。
　４月８日、同団体の桜井さんと鶴見さ
んが小学校を訪問、贈呈式を行った。根
岸理事長も同行した。
　同団体の桜井さんと鶴見さんは数日
間滞在、メコン川ディナークルーズなど

で会員さんと交流したり、シアン・ブンレン大臣の表敬訪問にも同行してくれた。

９年前校舎を寄贈した小学校に遊具寄贈
　９年前、宮下隆さん（東京都在住
の会員）がシェムリアップ州の小学
校に校舎や井戸等を寄贈したが、
３月25日に宮下さんが同校を訪
問、回転遊具や図書、サッカーボー
ルを寄贈、生徒全員に学用品セット
を差し上げた。
　コロナ禍で訪問できなかったが
５年ぶりに訪問、生徒のくったくの
ない笑顔に接し、安心した様子だった。 僻村の小さな小学校に井戸が完成

金属回収で遊具を寄贈

ぬいぐるみをもらい喜ぶ子どもたち
4つの小学校に児童図書寄贈

本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました



・ 自転車（中古品）　　　　　　　　　
・ お米（50キロ入り）　　　　　　　　
・ 通学用カバン　　　　　　　　　　　
・  ティシャツ２枚＆サンダルセット
・ お菓子セット（お菓子の詰め合わせ）
・ 文房具セット（ノート、筆記用具類）

2024年（令和6年）７月１日　＜第13５号＞アンコールワット３

　本会のプノンペン事務所では、教
育里子が通学する小学校（現在25
校）を現地スタッフが隔月に訪問、
教育里親より頂戴した年会費の中か
ら６回に分け、カンボジア通貨（リ
エル）に換金して教育支援金を届け
ている。
　中学校、高等学校に通う教育里子
も卒業した小学校に集まり、支援金
を受け取っている。
　３月27日～４月３日の間に２月分
と３月分を、２人の現地スタッフ
（ドライバー含む）が各小学校を訪
問し、教育支援金と教育里親さんか
らのプレゼン
トを届けた。
根岸理事長ら
数人の会員さ
ん が 同 行 し
た。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
両
親

や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親
が
い
て
も
貧
し
い
家
庭
環
境
に

あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基

金
﹂
を
創
設
、
現
在
２
３
４
人
︵
４
月
末
日
現
在
︶
の
子
ど
も

た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
・
中
・
高
校
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
学

期
が
始
ま
り
、
教
育
里
子
た
ち
も
元
気
に
学
ん
で
い
る
。

　
３
月
27
日
〜
４
月
３
日
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
里
子
訪
問

に
、
根
岸
理
事
長
ほ
か
会
員
さ
ん
数
名
が
同
行
し
た
。
２
３

４
人
の
里
子
は
25
の
小
学
校
で
学
ん
で
い
る
た
め
、
１
週
間
か
け
車
で
各
小
学
校
を
巡

り
、
教
育
支
援
金
や
里
親
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
里
子
に
届
け
た
。

　
今
旅
で
、
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
機
能
を
使
い
、
日
本
に
い
る
里
親
さ
ん
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
暮
ら
す
里
子
と
の
会
話
交
流
が
実
現
し
た
。

　
今
ま
で
Z
o
o
m
を
使
っ
て
い
た
が
、
里
親
さ
ん
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
よ
う

だ
。
ラ
イ
ン
な
ら
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
て
使
い
や
す
い
の
で
、
以
後
こ
の
方
法
で

里
子
交
流
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

 大黒 幸美

貧しい家に植えられたみずみずしく青いマンゴー

　母が長年お世話になっていた会の旅に、今回、娘の私、夫、中学
生の息子の家族3人が同行させてもらえることとなりました。正
直、出発前は、アンコールワットへの物見遊山の気持ちの方が
勝っていたのですがカンボジアの照りつける太陽の元、私の旅
は、“支援とは何か”を考える旅となりました。
　母が支援する17歳の少年の自宅訪問に同行しました。驚くほど
質素な家に立っているその少年は、言葉の通じない日本人に囲ま
れてとても緊張している様子でした。彼は、経済的な理由で学ぶ
ことを諦めなくてはならなかったかも知れない境遇であり、また、

学ぶことの意味を知るためには、とても貧弱な環境だということが少年に会い、直ぐに分かりました。
　同じ年頃のわが子は、溢れる情報の中で、自身の希望となる情報を得て未来を選択することが可能です。
社会を真摯に渡ってきた大人や、先輩もすぐそばにいて、息子に助言を与えてくれます。けれどその少年
は、息子に比べると孤独に見えました。
　経済的な支援は言わずもがなですが、支援とはそれでけではなく、彼らの学ぶ意欲を育て、励ますことも
不可欠だと考えます。硬い表情を崩せない少年を前に、ふと思い浮かんだのは、私自身も父が早くに他界
し、奨学金を受けて大学に進学したことです。あの時、経済的な支援を受けたことによって未来が広がり、現
在こうして家族３人でカンボジアを訪問できるまでになれたことは確かです。
　しかし、恥かしながら、学生時代にそこまで必死で勉強したとは言い難いです。それでも今があるのは、
魅力的な友人、尊敬する先生たちの生き方に影響を受け、それらに励まされたことがあったからだと考えま
す。その環境の中で目的を見つけ、学び続けることができたことも、私の財産目録で輝いています。
　私は今、かつて自分が受けたエールを、そろそろ還元しなくてはならない時期がやってきたのだと思いま
した。少年の目に、私たちはどう映っているのでしょうか。こうして日本から会いに来たことは、経済的な支援
を行うだけの存在ではなく、あなたは決して孤独ではないのだよ、と感じてもらうために事務局の方に通訳
してもらいながら思いを伝えました。
　ほんの短い時間でしたが、これが彼にとってエールになれば、またいつか、彼も同じことを後輩たちに広
げてくれるのではないかと考えます。　

教育資金を届けました

すぐにでも行きたくなる
摩訶不思議な国「カンボジア」

投稿投稿

投稿投稿

投稿投稿

　４月２日～８日、カンボジアを訪問しました。
　2003年、初めてカンボジアを訪問しました。コロナ禍を経て５年
ぶりのカンボジアは、何もかもが激変していました。でも変わらない
のは子どもたちの「笑顔」と人々のたくましく「働く姿」。目立ったのは
車やトゥクトゥクの多さと、ヤギみたいな牛でした（笑）
　今回の活動メニューは、学校訪問、里子訪問、遊具の贈呈式など。
活躍している会員の皆様には頭が下がります。
　昔の歌にあった「私に羽根があったなら、カンボジアに飛んで行
きたいな～キューピットではないけれど、皆に幸せあげたいな！」
と。まだカンボジアの子どもたちには支援が必要、色々な形でサ
ポートしたいと思いました。。
　私は入会当初、里子支
援金が実際に届いている
のか？子どもたちの生活
状態は？と分からないこ
とが多かったのですが、
ならば現地に行ってみよ
うと思い正解でした。
　本当に信頼できる会と
確信し、今まで何度も足
を運んでいます。暑い！遠い！難儀だけれど、またすぐにでも行きた
くなる摩訶不思議な国です。
　余談ですが、夜のメコン川ディナークルーズで夜景を観ながら食
事し、外国の人 と々輪になって踊ったダンスは楽しくて最高でした。
　最後に皆さん大変お世話になり、ありがとうございました。

園田 美代子（群馬県在住  会員）

国内では円安、現地カンボジアにおきましては物価が高騰してお

りますので、やむを得ず里子へのプレゼント代を今年から下記の

通りに値上げさせていただきます。どうぞご理解のほど、よろし

くお願い申し上げます。

事務局に届いた里子プレゼントにつきましては、年に1〜２回程

度になりますが、空港から持参させて頂きます。暫くお時間を頂

きますので、なるべく海外送金可能な現金をお送りください。
(里子への手紙はメールで現地に送らせていただきます)

現地購入品目一覧表（振込票にてご送金お願いいたします）
９,５００円
５,５００円
３,５００円
２,５００円
１,５００円
１,５００円

上記の代金は、現地での物品調達や里子に届けるための車代（ガソリン代）等
の諸経費として、原価に10％を上乗せしております。

教育里親が現地に行き、里子にプレゼントを直接届ける場合は、原価での購入
になります。　　

※

※

ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
を
使
い

里
子
と
交
流

教育資金を届けました

　
一
時
期
第
２
の
マ
カ
オ
と
し
て
注
目

さ
れ
だ
し
て
い
た
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
で

の
高
層
ビ
ル
群
の
建
設
が
中
国
経
済
の

停
滞
に
よ
っ
て
突
然
止
ま
り
、未
完
成
や

未
使
用
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
ビ
ル

が
、現
地
に
約
５
０
０
棟
以
上
あ
る
こ

と
は
報
道
に
よ
っ
て
ご
存
じ
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、首
都
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
も
同
様
な
ビ
ル
を
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
か
け
ま
す
。

　
政
府
も
さ
す
が
に
放
置
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、予
算
を

組
ん
だ
り
税
免
除
や
許
認
可
申
請
の
優
遇
措
置
を
発
表
し
た
甲
斐
あ

っ
て
か
、こ
の
３
月
に
私
達
が
訪
れ
た
時
に
は
建
設
が
再
開
さ
れ
だ
し

た
ビ
ル
も
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、こ
れ
ま
で
開
発
の
ほ
と
ん
ど
を
中
国
に
依
存
し
て
い
た

政
府
に
と
っ
て
、急
遽
海
外
か
ら
の
投
資
を
募
り
は
し
た
も
の
の
余
り

に
大
き
な
そ
の
穴
を
埋
め
る
の
は
難
し
く
、新
た
に
追
加
予
算
の
試
算

に
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
パ
ン
デ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
規
制
が
解
除
さ
れ
、ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
あ

る
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
は
既
に
、以
前
に
近
い
数
の
外
国
人
旅
行
者
が

戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、中
国
人
旅
行
者
数
と
な
る
と
い
ま
だ

に
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
も
同
様
で
、中
国
語
の
看
板
は
そ
の
ま
ま
多
く
見

ら
れ
る
も
の
の
、以
前
な
ら
ば
ど
こ
に
で
も
い
た
中
国
人
の
姿
が
あ
ま

り
目
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
開
港
予
定
が
２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２
５
年
へ
と
ず
れ
込
ん

で
い
る
新
プ
ノ
ン
ペ
ン
国
際
空
港
は
、第
１
期
工
事
が
２
月
末
時
点
で

何
と
か
66
％
く
ら
い
ま
で
進
ん
だ
と
は
言
え
、空
港
と
市
街
を
繋
ぐ
高

速
道
路
建
設
も
大
幅
に
遅
れ
、鉄
道
な
ど
は
ま
だ
着
工
す
ら
さ
れ
て
い

な
い
状
態
で
、昨
年
着
工
し
た
ベ
ト
ナ
ム
と
繋
が
る
第
２
の
高
速
道
路

や
タ
イ
と
の
国
境
を
目
指
す
第
３
の
高
速
道
路
計
画
、そ
し
て
隣
国
や

港
を
繋
ぐ
鉄
道
網
な
ど
、中
国
政
府
の
一
帯
一
路
政
策
の
下
で
計
画
さ

れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、今
や
黄
色
信
号
が
灯
さ

れ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
就
任
し
た
フ
ン・マ
ネ
ッ
ト
首
相
は
、就
任
直
後
に
は
中
国
を

訪
れ
て
友
好
関
係
の
確
認
を
し
た
も
の
の
、そ
の
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
会

議
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
含
む
加
盟
国
首
脳
た
ち
と
個
別
に
会

談
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
を
促
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
、こ
れ
ま

で
の
中
国
一
辺
倒
政
策
に
危
機
感
を
持
ち
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　
２
０
１
０
年
頃
か
ら
中
国
の
影
響
下
で
急
速
に
近
代
化
を
推
し
進

め
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
へ
来
て
再
び
方
向
転

換
が
始
ま
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。そ
し
て
私
達
も
、今
後
そ
れ

ら
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
効
率
的
な
支
援
活
動
を
行
う
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
目
に
つ
く

中
国
経
済
停
滞
の
影
響

佐
々
木 

英
介
︵
東
京
都
在
住
　
会
員
︶

母が支援する里子訪問に同行

楽しかったメコン川ディナークルーズ

未
完
成
の
高
層
ビ
ル
群

(

シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル)



●教育里親会員 １７５名
●個人会員　　　　　　６３名
●団体会員　　　　　１１団体
●寄付協力者（随時）　６１名
　合　　　計　　　　３１０名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2024年４月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　

42024年（令和６年）７月１日　＜第13５号＞ アンコールワット

 

4258

～カンボジアのクメール正月～～
春さんのカンボジアレポート

理事・会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　　カンボジアは、今年は４月13日から16日まで４日間のクメール正月を祝いました。
　今年の辰年は、４月13日22時24分に始まり、４月16日まででした。新年の天使は、カベル・モ
ハ・プルムの七女、モホルトレア・デヴィです。
　ノロドム・シハモニ国王陛下は「クメール新年は、国家の団結と保存、伝統と習慣の保護と愛の
精神を育み、クメール文明を促進する上で非常に重要なお祭りです」と述べられています。
　人々はお寺に参拝し全土で祝います。シェム
リアップには、約100万人の観光客が訪れ、王
宮公園には大群衆が押し寄せ、上空にはドロー
ン500機が飛び、様々な絵や文字を描きました。
　2016年から隣国タイ等の水祭りが取り入れ
られた水掛け合戦が、今では主要な行事になり
街中が水掛け、否、水浴びで熱狂します。
　因みに11月の「水祭り」ではボートレースが
主で、水掛けはありません。

写真出典　KhmrTimes
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　2009年3月5日、カンボジア・コン
ポンチャム州内の小学校で行われ
た校舎贈呈式の会場に向かう面々。
寄贈者の辻さん（故人）、副理事長
だった佃井さん（故人）のお姿も見
受けられます。中央の根岸理事長は
当時まだ59歳でした。

懐かしき1枚

水掛け群衆

里子訪問した宮下さん

 　　宮下　隆（東京都在住　会員）

5年ぶりに学校を訪ねました投稿投稿

　10年前に退職し、ふと立ち寄った調布での「カ
ンボジアの子どもたち」写真展が、この会との出
会いでした。
　翌年、井戸が出来たというので初めてカンボジ
アを訪ねました。シェムリアップから延々３時間、
土けむりの中をたどり着くと原野に井戸がポツン
と立っていました。学校は青空教室、スコールが
来れば中断です。
　一念発起し、退職金をつぎ込んで学校を寄贈さ
せていただきました。
　今回、理事長がシェムリアップ方面にも向かう

ことを知り、同行させていただく事になりました。コロナで５年ぶりに訪ねると原野はキャッサバ畑
（タピオカの原料）に変わり、学校は若い木々に囲まれていました。変わらないのは手を合わせて
迎えてくれる子どもたちの屈託のない笑顔、嬉しくなりました。
　学校には幼い子どもたちが多いので、聞けば保育園ができる由。しかも村人たちが園舎を建て
ようと、木材を用意していました。他から与えられることを待つのではなく、教育の大切さを知り自
分たちの手で発展させようとしている姿に感動しました。
　今は発展途上の国ですが、どんなに発展しようが手を合わせ感謝の心を忘れない子どもたちが
育って欲しいと願いながら、帰途に着きました。

第22回定期総会をオンラインで開催
　４月27日（土）10～12時、第22回定期総会をオンラインで開催、９名の
会員さんが出席した。委任状も会員総数の過半数以上頂いた。
　冒頭、根岸理事長から会の近況や今後の方向性について報告があった。
　その後審議に入り、昨年度の活動報告と決算、今年度の活動計画と予
算、今年度～来年度の役員選出、住所変更に伴う定款変更について審
議、すべて承認された。
　理事には根岸恒次会員、平古場正行会員、及川英博会員、鈴木春男会
員、根岸昭博会員、向田三代子会員の６名、監事には増田環会員が選出
された。
　最後に、３月20日～４月16日に根岸理事長らがカンボジアを訪問した

時のスライドを上
映した。
　続いて新メン
バーで理事会を開
催、理事長に根岸
恒次会員が、副理
事長に平古場正行
会員が選出され
た。任期は２年間。
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　写真提供：遠藤 啓会員　
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